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自
出
主
資
前

；
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第

二

號

||ー
三

.し

て

此

觀

寶一

般
に
；之
を
タ
ヵ
ナ
ド
ォ
派
.社
#
主

義

右

0

»
社
會
鈕
織
は
>

«
ら
自
由
主
_
的
觀
念
の
流 

の
：總
.て
の
人
々
.に
擗
充
す
る
を
得
可
く
、
：
就
中
其
患
想
：

行
S
共
に
、
徐
々
：な
が
ら
.も
確
：實
に
市：

民
的
國
家(civic 

の
最
も
ト
ム
ソX
に
近
似
せ
る
はJohn 

G
r
a
y

で

め

s
t
a
t
e
)

ミ
沄
ふ
新
組
織
：に
其
の
地
位
を
讓
>
つ
、
あ
る 

る
0(

未
完)

。

' 

ー.
の
で
：あ
る
。
然
ら
ば
之
ょ
分
も
古
刍
妣
會
龃
織
は
.原
始

^

- 

二 

.的(primitive).

で
'あ
る
か
せ

..云
ふ
■.に
、決
し
て
一
然
ら
中

.
0

眞
に
原
始
的
な
る
社
會
自
«
に
就
て
は
、
容
易
く
物
語 

h
得
る
も
の
で
は
な
.い
o

併
し
：唯
だ
斯
ぅ
云
ふ
事
丈
け 

は
明
言
し
得
る
。
.即
ち
人
は
，凡
ゆ
る
時
代
を
通
じ
て
社 

I 

:
" 

I

會
に
，生
.活
;(
.、
.
而
し
て
血
族
關
係
ヒ
.單
純
な
る
近
隣
關 

抑
も
近
代
.の
國
家
は
、
比
類
稀
な
る
文
明
開
化
の
持
.一

係
と
の
離
る
可
ら
ざ
る
情
實(ties of K

I
g
h
f
p

 and 

of 

殊
的
產
物
で
お
る
。
乍
併
此
の
..產
物
は
今
尙
：ほ

形

成

の
simple 

n
d
g
h
b
o
u
r
h
o
o
d
)

が
、
社
會
龃
糨
の
凡
ゆ
る
形 

途
上
.に
あ
つ
て
、
其
の
*
程

0
'ー
 
部
は
社
會
轶
序
の
新
.
ぐ
態
：の
基
調
を
な
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
唯
だ
最
も
單
純 

舊
.
1
.
ー¥
:理
掏
に
於
け
る
ー
の
闘
#
に
外
び
ら
な
い
。
侬

な

る

社

會

に

於

て

斯

の

如

.き
情
實
關
係
は
、
宗
敎

P
其 

て
今
私
は
ハ
_
の
新
原
理_

^
玆
に
は
取
ら
自
出
主
義
の
他
の
信
仰
に
依
て
强

.固
に
さ
れ
搬
大
さ
れ
て
、

遂
に 

(liberaHsm }

を
指
す

-
を̂
理
解
す
る
便
法
皮
し
て
、
.

は
非
常
な
價
値
を
有
す
る
唯 

'一
の
關
係
ど
な
る
ら
し

ff
i
r
m
-に
就
て
、
埒
ち
過
去
の
社
#
組

織

は

如

何

な

る

.い
。
又
事
實
上〖
十
孫
ヒ
ー
；ム
^ -
#
ビ
、
雜
婚
S

K
ふ 

も
;€
な
^
し
ゃ
1:
就

:1
:

一
 

瞥
を
與
へ」

る
：>」

ミ
、
す
る
。

(
w
a
r
p

 

o
f 

descent 
A
n
d

 
the 

w
o
o
f

 

o
f 

intermarrla

叫e)

自

由

主

義

以

前

：
-

” 

>

 

: 

:

:

4 1
:

本

：

鑛

治

よ
6
し

て

I 

sの
鈕
織(

a tissue)

が
織
ら
出
さ
れ
、
斯 

く
て
此
の
組
織

よ
り
、
少
數
に
し
.て
單
«
で
.は
あ
る
^
、 

緊
密
な
る
社
#
が
出
來
上
6:
の
で
あ
る
;'
:°'乍
併
血
族
關 

係

e
近
隣
關
係
ど
の
離
る
可
ら
ざ
る
惝
實
比
、
*
だ
狹 

,小
な
な
地
城
內
に
於
て
有
效
な
の
で
あ
る
。
故
に
地
方 

阐
體
，
氏
族
"
村
落
共
產
幽
體
f

o
fr
.へlocal: g

r
o
u
f
v

.....

 

•

 

..
 

'

 
•

 
•

 I
 

--
 
.

 
.

 
:

. 

:

.....

tne 

clan, 

or the viila.ge 

c
o
m
m
u
a
I
t
y
)
：

は
住
々
有
力 

な
る
生
活
の
中
心
で
あ
る
：が
、
t
れ
に
反
し
て
a
族 

(the tribe)

の
大
聚
合
體
も
軍
事
的
紐
糨
を
其
の
根
柢

.

 

.

 

'

 

I

 

--

V」

せ
ざ
る
限
り
、
眞
の
社
#
的
且
政
治
的
統
ニ

 

(social 

a
n
d

 

pol

B'.car u
n
i
t
y
)

の
目
的

^
達
成
す
る
己
ど
は
：
パ
 

殆
んW

出
來
な
い
の
で
奴
る
。
併
し
箪

^g

組
織
は
、

眾
：に

同

—
猶
族
を
削
結
せ
じ
め
る
の
み
な
ら
ず
ィ
又
他
!' 

の
猶
族
を
征
服
せ
し
め
る
に
役
立
ち
"
夫
れ
が
た
め
に 

原
始
的
社
#
に
取
て
はg

る
過
大
な
る
負
擔
で
あ
る
に 

も
拘
ぬ
ら

允
 

'多
額
の
.
«用
を
投
じ
て
' よ
り
强
大
な
る 

且
よ 

秩
序
あ
：る
社
會
を
鈕
設
す

.'
^
に
努
め
る
，も
の
•で

i 

•.
 

.

. 

.

.

.

.

.

.
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雜錄自田主義

‘以
.前
，

然
ら
ば
斯
の
如
き
秩
序
が
一
度
雞
設
さ
れ
れ
場
合
に
.
 

,
は
ハ
其
の
社
會
は
何
に
遊
づ
い
て
支
配
せ
ら
れ
る
か
迻 

云
ふ
に
、
所
謂
暴
力(

n
a
k
e
d
『

0

2

0な
ざ
を
用
ひ
な
い 

一
こ
ビ

は
云
ふ
迄
も
な
い
。
.即
ち
其
の
支
配
者
ビ

な
る
人 

は
、
舯
聖
不
可
侵
の
權
威(

a

 

sacrosant 

authority} 

を
把
持
す
る
も
の
で
あ
る
。
®
ら
く
其
の
支
配
者
は
、
®! 

:か
神
の
後
裔
か
で
あ
る
の
で
あ
ら
ぅ
。
或
は
彼
等
はY

 

個

の

自

立

の

.f
侣
た
る
こ
匕(

a
n

. 

independent 

priest- 

■
hood} 

k
依
て
淸
淨
化
さ
れ
"
又
崇
高
に
見
ら
れ
る
の 

か
も
知
れ
な
い
。
何
れ
に
し
.て
も
彼
等
は
單
に
配
T
の 

肉
體
の
み
な
ら
ず
"
又
心
意
を
も
支
配
す
る
程
に
絕
大 

i

な
る
*
力
を
有
し
て
居
る
の
で
あ
る
、
彼
^
支
»
者
は
、 

僧
職
授
任
式(Ordination}

を
取
極
め
る
が
故
に
、
神
に 

依
て
®
職
に
任
命
さ
れ
て
房る

！！

に
な
，る
。
從
て
斯
る 

'
政
府
は
當
然
其
0
人
民
：を
：嫌
：ふ
こ
ビ
も
な
け
れ
ば
、
又 

彼
等
に
冷
淡
を
袈
び
も
し
な
い
の
で
あ
る
"
卯
ち
を
は 

、
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二 
蹲
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：

雜

:
錄

自

出

_

以
前 

*
'質

的

に

天

上

ょ

り

降

下

じ

た

政

舒

で

あ

み

。

其

の

政 

.

.府

は

、一
^

<
民

，の.生

猶

を

左

右

す

る

限

り

、

夫

自
#

R
取
.て
有
羽
な
る
か
甜
ズ

怨
は；

れ
る
方
法
X
原
理
ど
は 

甚
づ
い
て
、
®
務
ぃ
貢
稅
、
勅
令
、
時
に
は
新
規
の
法 

律
等
の
義
務duties, 

as 

of m
iKtary service, tribute: 

\ 

ordinances, 

a
n
d

 
s
o
p 

n
e
w

 

l
a
w
s
)

を

其

の

入F̂
こ
負
一 

擗
さ
甘
る
0

で
.あ
る
。

し
或
る
法
理
學
派
の
主
張
す
_ 

j 

る
如
く
、
法
律
は
沄
は
ド
劣
者
に
.

對
.
-

て
優
者
が
詉
す
:
| 

る
支
配
權
で
あ
つ
て
、(

l
a
w

 is 

a 

c
o
m
m
a
n
d

 
I
m
p
o
s
e
d

 

\ 

b
y

 

a
: superior 

U
P
S

 

a
n

 

i
n
f
e
H
o
r
)

而
，も
之
が
'執
1
を

パ
 

容
勒
な
ら
し
め
る
が
々
め
に
刑
制
ど
云
ふ
制
裁
を
設
け\ 

あ
る
毛
の
で
あ
る
.W
S;
ふ
の
は
辦
®

に
適
合
し
.な
い
。

\

乍
併
斯
る
見
解

H

,
便
宜
上
今
菩
ダ
が
權
威
至

：

上
法
義
ー 

の
時
代(the

:puthoritarian 

S
t
a
g
e
)

ビ
.名
^
け
る
特
殊 

,の
時
代

0
社
會
に
行
は
れ

6
法
律
を
槪
括
的
に
叙
述
し 

た
も
の
で
あ
る
ビ
見
火
體
に
涵
て
事
货
に
符
合
レ 

し

て

居

る
.ど

云
.へ
や
3

。
，':

」

：
 

.
‘

■
.

雛

I

コ§

■ 

11 

' 

' 

■ 

ー
體
世
界
の
大
部
分
に
魅
て
、
又
歷
史
の
大
半
を
通 

じ
て
？
菩
々
は
ニ
個
®
社
會
靱
織
を
^
別
す
る
，」

K
か
 

T

出
來
る
。
勿
論
媒
の
疵
會
紐
雛
は
ッ
幾
多
の
細
因
に
苴
：
 

て
免
る
可
ら
ざ
る
變
化
，を
有
す
る
け
れ
ざ
‘.も
>
斯
る
變

'化
を
®

じ
て
吾
々
は
、

其
處
^

ニ
個
の
®
發
的
典
型 

(
t
w
p
r
e
s
r
r
e
n
t

 

t
y
p
e
s
)

の
あ
る
こ
^
を
：知
る
の
で
あ

る
。
即

ら一

方
に
は
'少
數

の

人

間

'ょ

り

成

立

す

る

血

族 

園
©
が
あ
つ
て
、
住
々
ll
p

a

aだ
し
て
は
*
か
强
.固 

に
過
ぎ
る
や
ぅ
な
點
も
*
る
が
、
併
し
ィ
ザ
鎌倉

*,j

沄 

ふ
•や
ぅ
な
所1

1

統
一
的
行
動

^

aぼ
a

p

&§)

を
.必
.# 

ざ
す
る
場
合
に
は
、
餘
>
信

賴

，
し

得

な

い

程

薄

弱

な

も 

.の

で

あ

る

。

然

る

に

他

方

に

は

典

.同

の

因

的

に

依

て

、 

統

I .

せ
ら
れ
る
大
社
會(lavger 

societies)

が
め
つ
て
、 

■其
、
の

範

圍
vj

開
化
の
程
度
:し
に
M

e
て
' 
小
は
黑
人
の 

i

小
王
國
ょ
ぅ
大
は
支
撖
帝
國
：に
至
る
迄
樣
々
に
變
化 

す
る
.も
の
で
あ
る
。
殊
に
後
の
大
社
會
は
、

軍

事

上

の

必
要
せ
、

宗
敎
的
若
く
は
销
宗
敗
的
信
仰
：r

m
m
t
a
r
y

 

force 

a
n
d

 

religious 

or 

quasJ-feliglous

creH
e
f
) 

€ 
の

.下
に
或
る
結
合
を
な
し
、
此
の
上
に
成
立
^.
て
居
る
の 

:

1?
:
ぁ

る

。;'
右

の

結

合*
.ば
吾
々
は
觀
ら
く
机
性
的
名
* 

を
選
ん
で
、
權
威
の
原
理(

*̂
0 principled of author 
一
 ty〕 

£
•呼
ぶ
i 

v

sず
る
。
極
め
て
低
度
な
る
文
明
時
代
に 

於

大

一

1

對
の
氏
族
を
抑
腿
k
r 

k
同
の
仇
敵 

に
對
^
て
_
境
を
維
#
し
> 
若
<
は
外
部
.的
秧
序
の
諸 

要
素
を
確
立
す
る
唯
一
の
^
段
ご
し
て
、
右
の
員
驵
は 

出
現
す
る
の
て
ぁ
る

0

0

れ
ば
ヒ
て
今
觅
權
威
至
上
主 

義
の
準
則(authoritariall 

rule)

^-
選
ぶ
仏

ら

ば
、
*
れ
. 

は
#
蠻
生
活
に
於
け
る
比
較
w

®
:I
L
0
«
li
?.
a
r
c
h
y

) 

J;
攛
歸
：す
る
も
の
で
：あ
る
。

.
一
併
し
他
の
一
方
法
は
、
太
古
の
時
代
に
出
^
し
た
も 

の
.で
.ぁ

る

。
，：
即

ち

古
.代
希
臘
及
び
价
太
利
，の
都
市
的
國
”
 

家
.

(
a
t
y

 

state)

は
、
.社
會
組
織
の
新
ら
し
き」

典
型
で 

ぁ
づ
た
：。
夫
れ
は
、
員
#
の
，

g

に
於
て
^
族
並
に
地
方

第
十
八
，餘

C 
二
八
九

)

雜

錄

自

自

ま
_
a'
f

自

治

，體
^
^

 ̂

d
o
m
r
m
i
n
e
)
：

ご
相
.違

し

て

廣

代

。
第
-—
*
に
夫 

.
れ
は
V

*
多

の

氏

族

ビ.村

落
.艺

を

包

贪

し

て

思

た

が

、
瓜 

ふ

に

其

の

起

源

は

、

征

服

？
富

は

ん

よ

k

は

寧

ろ

比

較 

::
.的
平
等
な
る
同
盟

€运
ん
根
柢
の
下
に
、
別
個
の
民
族 

を
結
合
さ
ぜ
た
乙
ど
に
基
づ
い
た
の
で
あ
る
。
勿
論

4
K

 

れ
は
、
，古
代
の
帝

8|
;や
近
代
の
國
家
せ
比
較
で
れ
ば

®
 

だ

小

さ

い

も

の

；
て

め

つ

た

が

"

原

始

的

血

族

關

係

よ

り 

は
®

か

に

大

き

な

も

の

で

あ0
,た
。
其
の
生
活
ば
よ
い 

多
様
で
あ

b

、
又
よ

.

復̂
雜
で
あ
つ
た
。

.
夫
れ
.は
個
人
，
 

.

.に
a

し
て
よ

b
自
由
の
行
動
を
許
し
、
而
も
其
の
發

M
 

ル
俄
ふ
て
夫
れ
は
古
代
の

.氏

.族

組
_

を

抑

腮

し

で

、

之 

,
に

置

き

換

へ

る

に

地

理

的

等

の

新

ら

じ

き

龆

劃

を

以

て 

'
.し

だ

の

で

あ

る。
實

際

夫

れ

は'16
1
族
|«
係

其

物

ば

_其

の 

甚

礎

を

有

せ

ず

し

て

.、

市

民

的
*

利
ハ
9.
く
0*
ユ
aq
^)

：
に 

W

の
，̂W

を

有

し
.た
，
。
' 而

も
.
#ft
は

繼

に

地

方

珥

治

體 

の
1.み
.
.な

ら

す

、

又«
洋

に

於

.け

る

王

國ゴ
も

相

違

し

て

：
 

居

た

の

：で
あ.る
。
§

^

都
_

的
.阈
家
の
是
認
せ

‘る

、
•
又
へ

緝

ご

鱗

r
蒙



嬸
十
八
餘(

ニ
九
〇)

雜

0 

,良
由
主
義
以
：前 

其
の
生
；活
の
_
調
ど
な
れ
ぢ
法
#
,は
.、
優
越
せ
る
或
る 

.政
府
が
多
數
の
臣
.下
：に
#
し
て
課
す
る
支
配
の

謂

ひ

で

 

は
な
が
つ
た
。
反
對
に
政
府
其
物
が
法
律
に
服
從
し
た 

0
で
あ
づ
て
、洵
に
法
禅
は
其
の
國
家
の
生
：命
で
办
.り
、 

タ
自
由
市
^(free citizens).

の
全
體
が
好
意
を
以
て
支
一 

持
し
た
も
の
で
あ
る
。
此
の
意
味
に
於
て
市
民
的
國
家\ 

は
、自
由
民
の
共
同
圈
體(

p co
m
m
u
n
i
t
y

 of free 

m
e
n
) 

\ 

で
あ
つ
た
。
 

、
 

:

j

,

次
に
全
體
^
し
て
考
察
1
れ̂
ば
、
|市
段
的
國
家
の
市 

民
は
何
等
の
舍
長f

a
s
t
e
r
)

を
，も
侍
た
な
，か

つ

P 

.ち
彼
等
は
自
己
.を
支
配
し
、
而
も
相
繼
げ
る
時
代
の
自
一 

«.
的
忠
顺(spontaneous allegiance )

に
依
て
其
の
效 

W
 

ヵ
を
保
»
せ
る
'古
代
ょ
6
の
生
活
の
原
理
ご
準
則
^
に

一
 

服
從
©
te
の
.に
過
ぎ
な
い
。
斯
る
地
方
自
治
澧
に
在
て
. 

は
、
弹
々
を
大
い
に
苦
し
め
る
或
る
問
題
が
、
亟
め
て 

取
純
な
办
形
式
に
於
て
出
現
し
た
の
で
あ
るo

就
中
地 

方

,0
'
-::
?
&«|
に
對
す
.を
個
人
の
，離
係
ば
、
密
接
で
あ
i

『

第
二
號

1
1
H六 

直
接
で
あ
り
、
又
自
然
.で
あ
つ
た
。
彼
等
の
利
#
關
®
 

は
、
明
か
に
相
a

結
：び

付

：け

ら

れ

て

居

た

の

■で

あ

る

。 

即
ち
若
し
も
各
人
が
其
.の
義
務
を
架
さ
な
か
つ
た
皮
す 

れ
ば
國
家
は
容
易
く
破
壤
せ
h
れ
、
而
し
て
其
の
.[
J 

民
は
奴
隸
に
さ
'れ
る
か
も
知
：れ
な
か
つ
た
。
反
對
に
國 

0

が
其
の
市
民
の
た
め
じ
：考
慮
を
拂
は
な
か
つ
た
€
す 

れ
ば
其
の
國
家
は
容
易
ぐ
倒
壊
す
る
か
も
知
れ
な

 ̂

っ
た
。

f
尙

ほ

一
層

重

耍

の

»
.は
、

市

民

の

忠

顺

を

攪

亂

し

、

又
愛
國
‘
な
る
義
務
^
良
心
の
權
威

(the 

authority 

of Conscience 

a
n
d

 

the 

duties 

o
f patriotism V

 

£
'n 

對
抗
す
る
國
家
^
敎
會
皮
の
反
對
掼
著
が
全
然
な
か
つ 

た
乙
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
政
治
的
生
活
^
宗
敎
的 

，生
®'
ビ
の
間
丨
卽
ち
俗
界
ぐ

」

靈

界

(the 

secular 

a
n
d

 

the 

spiritual 

life) 

g
の
間
に
何
等
の
滕
隙
が
な
か
つ

た

こ

と

で

あ

る

。

夫

れ

は

全

然

哲

學

的

想

像

(
p
h
n
o
s
?

 

p
i
n
e
a
l

目agii!ation>0
功

業

で

は
ぱ
&V
つ

た

が

、

併

し

_
分
な
，§
生
活
を
營
む
ft
.め
に
す
る
多
數
入
間
の
聯
合 

(association)

Xヾ
ム
ふ
が
如
$
地
方
构
治
體
を
叙
述
す 

る
勘
實
を
極
め
て
取
M
且
南
然
に
言
表
は
し
ft
も
の
て

あ
る
。
故
に
吾
々
が
困
麵
ご
疑
惑
も
を
忍
ん
で
太
古
に

.

.

.-■ 

; : 

, 

■ 

- 

j

迄
も
溯
っ
て
取
得
す
可
き
现
想
は
"

.
無
論
古
代
希
«

に

j 

於
け
る
生
活
の
諸
狀
態
よ
り
生
じ
れ
も
：の
で
あ
る
。

他
方
に
於
て
右
の
軍
純
な
る
調
和
は
、
甚
だ
®
要

な

|

:る
制
限
：を
有
し
て
思
た
。':
而
し
て
其
の
制
限
は
、
結
局

：：

. 

.
—

.

.- 

.

.\

都
市
制
度(

9.
一
 y

 
,

 s
y
s
t
e
m
0

衰
微
を
位
含
し
て
居
た
の\ 

「

で
あ
る
。：1:

體
聯
合
せ
る
生
活
0
賢
任
迄
特
權
ビ
は

、人
一
 

間
.の
人
格
性
の
權
利(aghts 

o
f 

h
u
m
a
n

 

personality) 

j

に
其
の
$
礎
を
遛
く
も
の
で
な
く
し
て
、
市
民
.た
る
資 

格
の
權
利(rlghtsbf citizenship)

.に

典
の
某
礎
を
置. 

く
も
の
で
あ
つ
れ
。
.而
も
其
の
市
®
た
る
資
格
の
權
利 

は
、
決
し
て
共
同
)|
|
1
:
&
«
廣
さ
を
同
.じ
ぅ
す
る(

0
0-€:̂
丨
 

tensive )

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
其
の
人
口
に
は
、
奴
隸 

第

十

八

卷C

ニ
九一

)

雜

錄

自

由

.生
義
以
前

又
は
農
奴
ハs

l
a
v
e
s

 

o
r se

r
f
s
)

が
包
：含
さ
れ
て
房
れ
。
而 

し
て
數
多
の
都
|1
3
、に
は
、
嘗
て
征
服
さ
れ
代
人
ロ
を
典 

の
祖
先
ど
せ
る
大
階
級
が
#
在
し
て
&
た
。
此
の
大
| ̂

級
は
、
個
人
的
に
S
曲
で
ぁ
つ
れ
が
、
併
し
統
治
團
體 

ょ
b
除
外
^
れ
た
も
の
で
ぁ
る
。
社
會
狀
態
は
、
相
對 

的
に
單
純
で
ぁ
つ
れ
に
も
拘
は
ら
ず
、
都
市
は
絕
ぇ
ず 

叛
徒
の
爭
鬪
に
依
て
分
裂
し
て
居
れ
。
M
ふ
に
一
®

 ̂

.は
、
古
き
氏
族
組
織
の
遺
物
で
ぁ
又
一
部
分
は
富 

の
增
殖w

階
級
の
ょ
り
新
ら
し
き
路
別
ビ
の
結
果
で
ぁ 

る
。
相
互
_
家
間
の
關
係
を
取
扱
ふ
に
際
し
て
都
市
組 

織
が
不
成
功
で
ぁ
つ
た
が
た
め
に
、
爭
闘
の
弊
害
は
、 

愈

々
惡
化
し
た
の
で
あ
る
o
例
へ
ば
希
臘
の
都
市
は
、 

其
の
自
治
權(

ぼ

a
u
t
o
n
o
m
y
)

に
密
著
し
て
©
た
の
で 

ぁ
る
。
而
.し
て
其
の
問
題
を
解
決
す
可
き
聯
邦
主
義
の 

原
理(principle 

of f
e
d
e
r
a
l
i
s
m
)

は

、
結
周
役
立
つ
に 

至
つ
^
け
れ
ど
も
、
國
尻
救
濟
の
事
货
の
到
來
し
た
の 

は
、
希
»
,の
.歷
史
上
に
‘於
て
餘
り
に
a
か
つ
た
の
で
ぁ

第
i
 

5
七
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怨

S
.九
5

雜

.
錄

自

_
產
以
前

多

.

.
•
»
. 

' 

•

'
羅
ね
の
建
設
的
^
才
は
，
其
の
»
大
せ
る
關
係
ょ
り 

，
生

じ

れ
^

5
問
題
を
取
扱
ふ

た

め

に

、
：異

な

れ

る.-
f
 

法
を
案

相
し
た
。
WJ
'b
羅

馬

市
K
た

る

資

袼

は

、

遂
こ 

併
太
利4

:

土
を
包
容
す
る
迄
■

張

せ

ら

れ

、
姐
に
後

ベ 

世
に
及
ん
1
は
地
中
海
盆
地
の
ほ
由
民
全
®
を
包
♦
す 

る
に
逢
つ
た
の
セ
あ

る

。
併
し
斯
ぐ
璐
大
せ
る
こ
^

一
 

は
益
々
都
市
.的
國
家
.の
肖
出
な
る

自
治Vfr

e
e

 se?
\ 

g
o
v
e
r
n
m
e
n
t
)

に
取
て
致
命
的
の
：も
の
ビ
な
つ

た
。
哳
一 

く
て
.

&

太
利
の
人
々
は
、
古
代
羅
堀
の
公
所
又
は
軍
神
;:
:
| 

マ
.
I 
ズ
0

場
所(

t
h
e

 

F
o
r
u
m

 

o
r 

:
R
o
m
e

 

o
r

 t
h
e

 
へ
 P

l
a
f
n
: 
i 

o
f

序
艺
に
獾
合
し
て
執

«
货
^
0
1
3
を
選
梟
し
だ

：. 

々

又
汉
#
を
通
過
せ
し
め
る
こ
，じ

が
出
來
ぬ
や
ぅ
に 

な
つ
た
。；而
し
て
其
の
擗
大

3

れ
ろ
所
が
大
に
な
れ
ば 

.な
る
称
布
民
た
る
資
l

g
、
l
.益
々
總
て

の
政
治
的
问
的 

に
収

了

愤

値

少

な

き

も

の

く

な

つ

た

の

で

あ

る

:0
.
油
に 

羅

艰

の

歷

史

に

徵

す

れ

ば>
»
の
，基

礎

を*

力
£

|

\

笫

こ

號

ー

彐

'八

.r
し

,T
t
僚
的
機
械
の
能

申

(
e
f
s
d
e
n
c
y

 

o
f 

bureau,

cratiq m
a
s
h
{
n
e
y

に
依
て
.平
和
ど
秩
序
ど

を
維
勢
分
る

個
人
的
媒
制(personal 

despotism
"

を
汆
い
て
は
、

»

.

何

な

る

ぃ

て

も

.搬
大
せ
る
帝
國
を
建
f

る

こ
^
!は
、
闽
難
で
あ0

方
で
あ
ら
.

r
N
O

斯
の
如
き
廣
大

な
る
機
制(

§
&

|
日)

に
於
て
は
裉
隊
は

«

カ

の

地

位
を
占
め
た
。
.否
.
寧
ろ
或
る
遠
隔
の
國
境
を
守
備
せ

る
傀
々
.の
取
隊
が
、
榄
力
の
優
勢
な
る
地
位
を
占
め
て 

/̂
^
の
で
あ
る
0

旣
に
皁
く
洩
ち
'さ
れ
たr

帝
®
の
秘
密」

つ

secret 

of

the 

l

i

r

e

o
は
、
皇
帝
な
る
も
の
が
羅
§

外
の
如 

何
な
る
場
所
に
於
て
も
擁
立
さ
れ
#

た
ぞ
一
石
ふ
事
實
で 

ぁ
る
リ
勿
：論
確
實
な
，6
神
聖
さ
•
か其
の
皇
帝
の
.人
格
に
.. 

殘
っ
て
居
り
、
且
法
律
家
も
其

,0
_皇
帝

が

屋

を

體

® 

し
た
も
の
で
あ
る(he 

c
m
b
o

&Ied 

the 

popular 

w
;
H
Y

 

s
rH
ふ
理
論
を
胸
沖
に
論
氣
な
が
ら
記
憶
し
て
居
た
け 

れ
ざ
^
、
.寧
ろ

其

の

皇

：帝

機

「

0
力

な

る

軍

隊

の

.撰

微

K

S
し
，
m
神(the 

G
o
d

 

o
f 

Battles)

が
^
認
し
、
又 

''が
^
.め
で
あ
.る
'。

從

て

中

世®
穴
於
け
る
#
會

の

構
® 

敵
對
す
る
偕
塑
者
を
抑
滕
し
得
.る
限
り
彼
の
*
力

を

維

(the 

social stru

-oture)

な
る
も
の
は
、
菩
々
の
所
謂
封 

特
し
て
居
れ
の
で
あ
るW

沄
ふ
方
が
事
實
.で
あ
る

,0
武

建

制

度

(the 

F
eudal s

y
s
t
e
m
)

な
る
階
級
組
織
の
形
態 

カ
的
鬪
#

0
不

斷

:«
る
：反
復
に
：媒
づ
く
帝
國
の
%
解

(the Merarchical 

f
b
r
m
)

を
採
つ
^
の
て
.あ
る
。

は
、
' 四
方
.の
國
«
の
內
外
に
於
.て
野
_
の
狀
態
.を
現
出

1

今
權
威
の
原
理
を
.
.右
の
如
く
純
然
€

應
用
す
る
時

す
る
と
典
に
、
典
の
時
機
を
促
進
.
3拉

の

、で

ぁ

る

ャ

但

| 

し
是
れ
は
、
芨
解
の
原
因
を
な
オ
を
S
ふ
意
味
で
は
な
一 

い

.0
勿

論

秧

序

を

词

復

す

る

穴

め

に

は

飞
中
央

^

地
‘方

j 

^
ぬ
替
轄
K
域
に
於
け
る
協
調
が
必
，要
で
ぁ
：

C
v

た
:

°
而 

も

踣

下(

<

|
巴)

な

る

も

の

，は

、
揚

合

に

依

て

多

少

其

の

|

陪
闰
れ
る
程
度
に
幾
異
は
ぁ
つ
れ
に
し
ヤ
も
"
遠

隔

に

Z

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.
+-. 

^

•

在
る
其
の
元
首(a 

distant 

.

sovereign)

に
忠
顺
な
る
諸j

侯

(
t
h
e
i
o
c
a
r

 p
r
i
n
c
e
)

で

，
^

^

中

に

秧
 

:序

«
亂

.'

.

(

el
w
o
r
d
e
r

)

.
の
対
行
ヒ
；

rf
.
f
v
.
に

.西
®
歐

莉

巴

U
於 

け
る

.人
々

の

多

簸

は

.、
其

：の

齒

1'
]1
を

喪

矢

し

；た

。
；
是

れ

. 

は

:1

部

.分

征

服

に

因

1

部

分

は

擾

a
せ

る

時

代

に

:'
:■: 

於

て

保

^
者

9

,
 protector

)

を

見

出

す

必

要

の

ぁ

つ

た 

第
十
八
港
バ
こ
九
三

)

雜
錄
自
由
ホ
義
似
前

は
.、
理
論
上
各
人
は
岛
3
の
虫
人
を
有
す
る
も
の
で
ぁ 

つ
た
？
即
t、
農
奴
は
*

、の

地

主
：v
s lo

r
d
)

を
有
し
、 

興
の
地
主
は
0

己
の
領
主(

a
g
r
e
a
t

 seigpeur)

を
有
し
、
 

'其
の
領
主
は
自
已
.の
國
王
.

(

皆

k
i
n
g
.)

：を
有
し
れ
の
で 

.ぁ
る
。：1

層
完
全
な
る
理
論
を
以
て
す
れ
ば
へ
其
の
國 

王

，
：は

き

己

の

#
帝
.(the 

e
m
p
e
s
o

を
有
し
、
其
の
，M 

:帝
は
羅
拋
法
王(

p
e p

o
p
e
)

に
依
て
王
a
を
授
け
ら 

;

れ
、
羅

馬

法

王

は

猶

：ビ

1

タ
ー(

c o
r thpeter)

を
有
し
穴 

の
で
ぁ
る
。
斯
る
降
下
の
連
錙
は
、
宇
宙
の
統
治
者
ょ
り 

S
卑
の
農
奴
纪
至
：る
'迄
完
全
1?
4

つ
衣
め
で
ぁ
る
o
-
s
 

::
:

:(

ll
l
v,つ
勿II 
是
れ
は
» p
il
!

:

組
的
.魂
論(

§
ft
§a
l
r
 theory)：

の
一
而 

U
過
^
な
い
が
、
併
し
夭
れ
は
填
¥
14
最
も
近
や

〗

，
而
で
ぁ
る
。
典

笫

ニ

铖

‘”
三
九
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餘
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四)

雜

錄

自

曲

主

着

前
 

.の
反
樹
;0
見
解
は
、
' 統
治
の
*
威
の

巾
來
ル
被
沿
布
に
求
め
る
も
の

で

嚷

、一
f

苗
典
I

統(cllcav 

t

r

i

l

l
靱
の
下

:
ド
ー
部
分
は
中
址
紀
U
视
は
れ
た
の
で
あ
る
0
併
しk

の
盡
な
る 

:v
關
？

•減
？

は
、
驄
て
态
が
次
の
時
を
思
想
に
對
r

w
發 

組
ミ
し
て
役
立
つ
た
$」
に
招
ず
る
。
此
の
產

に

就

て

は

諧

_

 

洚
が
メ
ィ
ト
ヲ
ン
ド
の
英
蹀
し
た
ギ
ア
ー
グ
6「

中
肚
時
代
の
政

枪
理
論」

(Gierke, political Theories 

cf 

the Middle Ace 

trans. by F. W
.

 M
a
i
m
)

が
參
服
し'て
欲
し
い0 
.

'
,

四

•

热
て
*
る
秩
序
の
範
圆
に
於
て
工
業
ぞ
商
業
ど
の
發 

達
せ
る
こ
^
は
ノ
新
为
に
自
由
.の
中
心
地
を
勃
興
さ
せ 

た
の
で
あ
る
。
即

ち

此

識

.實
4
、
.人

々
に
合
同
防
■ 

の
六
め
S

合
S

ベ
"
而
し
て
共
同
0
利

霞

係

の 

制
规
を
知
ら
せ
た
の
で
あ
る
が
、
波
の
都
市
は
，
諸
侯 

又
は
贼
3£
ょ
~
槺
タ
の
權
利
の
免
許

狀

(charters, 

o
f
 

a
gtr
'
t
s

)

を
與
へ
ら
れ
た
0
で

あ

る

も

右

の

®
げ
ば
、

大
除
諸
國
に
於
て
見
事
に
完
全
な
獨
立
を
遂
げ
た
の
で 

あ
^
。
他
方
英
國
は
、
ノ
ー

マ
シ
'デ
イ
公
I

タ
ア
ム
.一

§

鱗

1

叫
〇 

世(
w
m
i
a
m

 

t
h
e
o
l
u
e
r
o
r
)

に
依
て 

一
◦
六
六
年
%

服
さ
れ
て
以
來
、
s

i

力
が
最
大
至
强
の
！

で 

つ
ブ
.が
_ 

0
し
#
結
し
^
都
市
は
、
.多
<
の
自
的
ょ 

b

_

^

^

*
IK
J
fi
I
si
;
.

(

.
s
e
i
f
-
g
o
v
e
r
r
;
m
g
o
i
l
&

o-
g) 

j 

?
な
.つ
於
。
是
に
於
て
#
び
都
市
的
國
家
は
出
現
し
た 

の
で
あ
.る
。
而
し
て
之
t
共
に
.活
動
の
開
始
、
文
®

の 

&
興(revival 

o
f 

literature 

a
p
d

 

the 

arts)、

古
學
3

• 

w
發
見(

3
&
c
o
v
e
r
y

 o
f

 ancient l
e
a
m

s-g
、

ir
學
及

び
科
學
の
再
生
e
l石
ふ
や
ぅ
な
こ
ど
が
緻
出
し
た
の
で 

「

あ
る
。

,•
勿
論
中
世
の
.都
市
的
國
象
は
、
古
代
の
都
市
的
國
家 

:
に
®
る
所
が
あ
つ
力
。
即
ち
中
世
の
都
市
I

家
に
在 

\

て
は
奴
隸
奚
ふ
も
の
は
、
其
の
存
立
上
缺
ぐ
可
ら
ざ 

る
要
素
で
は
な
か
つ
/e
。
反
對
に
一
時
的
の
農
奴
を
歡 

迎
し
、
且
彼
の
自
由
を
擁
辑
し
て
、
中
世
の
都
市
的
國 

家
は
、
奴
役(

s
e
r
l
d
e
)

0
ょ
ら
溫
和
な
る
狀
_

の
«

微
、
:|
:
.
.
.
多
大
' 

の
：：

貢

献

，を

致

し

：た

..の，で
あ
'る
.。
并
し
古
^
の
：

都

市

的

國

家

す

同.様
に

夫

れ

は

：
.、
內
部
的
叛
徒
の
*

め 

に
铵
だ
し
く
且
永
久
的
に
雜
弱
な
ら
し
め
ら
れ
为
の
て 

あ
る
い
而
し
て
古
代
の
都
市
的
國
家
？
同
糠
に
夫
れ
.は
：、 

其
の
各
鲟
の
特
權
を
設
定
す
る

の

に
’
人
間
の
人
格
性 

の
權
利
を
以
て
し
な
い
で
"
市
段
た
る
資
格
の
責
任
を
. 

以
て
し
允
の
で
あ
る
。
'中
世
0
都

市

的

國

家

の

知

れ

.る 

•も
の
は
、T

種
の
t
tL
l
に
：非

中

し

V
、

寧
ろ
數
稱
の
泡 

曲
で
あ
る
。
即
ち
免
許
狀
に
依
て
取
得
せ
る
；各
猶
の
_ 

結
權(rights 

of corporat

o-ni)

、
國
王
、領
主
、
及
び
® 

國

を

し

て

窺

知

さ

せ

な

か

つ

，た

全

體

W

し
、
て

の

夫

自

身 

の

權

荆

、

組

合

：員
^
々

男

女

，に0
み
赋
與
：せ
る
都
市
的 

國
象
內
に
於
け
る
所
謂
ギ
ル
ド
及
び
ク
ラ
フ
ト(giids 

and 

crafts)

の
權
利
が
是
.れ
で
あ
る
。
，

.

併

し
斯
る
都
市
ゝ
的

國

家

の

興

の

弱

»
は

"
苒
度
.の
分 

離
解
體
を
來
し
ぬ
こ
ど
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
啦
だ
時
代 

.を
重
ね
る
ビ

共
に
漸
次
有
力
の

も

の

匕

な
つ
て
來
た
封 

建
社
會{a feudal s

o
c
i
e
t
y
)

の
邊
境
に
於
け
る
、
’否
事
.

:
:
笫

十

八

俭(

1
1九
3£
;

雜
錄
自
山
主
義
以
前

實

上

ば

.邊

境

內

し

於

け

る

、

柑

對

的

自

由

の

小

島

(
a
n

 

islet 

of relative f
re
e
d
o

日)

に
過
ぎ
な
か
つ

穴
。
即
ち

,
交
通
機
關
及
び
生
活
技
猶
の
改
善
S
共
に
、
中
央
の
權 

ぐ
.:
力

は

"

殊

に

英

佛

兩

國

に

於

へ

て

其

の

臣

下

の

心

を

動

か 

|

し
始
め
穴
。
封
建
時
代
の
不
從
«
せ
無
秧
序
£
は
抑
腿 

一；、さ
れ
V
丽
し
て
十
五
世
紀
の
終
末
迄
に
は
大
な
る
併
合 

| 

.國
家
ノ
卽
ち
近
代
國
家
：の
'某
調
は
、
旣
に
實
在
し
て
居 

|

た
の
で
あ
：る

o
 

S

の
出
現
«
，
社
會
秧
序
の
雛
大
ビ
、 

I '

或
る
點
に
於
て
其
の
改
善
ミ
を
包
含
し
て
居
代
。
而
し 

I

X
其

の

極

め

て

初

期

の

時

代

に

於

て

，夫

れ

は

"

市

民

的 

\

窃
治
權
六
仏
く
でa

u
t
o
n
o
m
y
)

を
助
り
る
た
め
に
、
地
方 

|

Ai
&
.倒
€•
#
龜
的
.特
梢
ミ
を
拟
K
.
tた
0
'で
あ
.る
。
乍 

ー
修
中
央
集
權(ce

H'&
l
i
z
a
t
l
o
n
)

の
發
達
は
、
結
局
市
民 

的
獨
立
の
精
神(the 

genius 

of C
M
C
'

 

H
a
p
e
a
d
e
n
c
e
)

.
f

晒
立
し
雛
き
も
のW

?
、

而
し
て
國
王w

 .
£
H

下
ぐ」 

の
間
に
於
け
る
極
0

て
卑
期
0

i «

報
の
結
果
'ど
し
て
人 

民
金
體
に
與
へ
•ら
れ
7 2

や
ぅ
&
政
治
的
權
カ
の
諸
耍
素

. 

第
！  ；

•號

一

四

一



F
十

八

卷

0
X.
六
'

)

;
雜

錄

(elements, of political 

right)

に
取
て
'危
臉
極
，ま
る

も 

の
i

な
.'つ

た

の

で

ぬ

务0 
,
1
:
.

:

，
 

.

.
'̂

;
-
 

■

f

到
.つ

て

霍

ば

：
、
.
全

然

權

威

至

上

生

義

の

甚

鐵
 

の
丄
に
柄
成
3
れ
‘?2
祉
會
を
¥
す
る
近
世
に
立
ち
入
る 

の
セ
め
る
^

此
‘の
社
會
に
於
て
は
，
國
王
の
權
カ
が
至| 

土
の
名
0

で
あ
ぅ
、
而
も
*
虛
的
專
制(arbitrary des， 

p
o
t
l
s
m
)

一
 

に
傾
か
ん
マj

し
> 
且
國
玉
の
卞
に
.上
は
大
領
一 

土
を
有
す
る
諸
候
ょ 

>
下
は
其
日
幕
し
0
1勞
働
者
.に
至

：\ 

る
迄
を
槪
括
包
容
せ
る
所
の
社
龠
補
隙
級
龃
織(
|

じ

一

hierarc;hy)

が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
さ

•は
云
へ
佑
一
，|

.
、

、
 

'
1

蹦
丈
以
は
、
ょ
 
h

n

+®J
0
sl
:

#

0，
li
R

^

uT.
M

步
し
た
所
が
あ
る
。即
ち
ビ
ラ
ミ

パ
K

の
基
底
を
な
す
も

^
 

の
は
、
少
な
く
ビ
も
個
人
的
自
ft
を
享
受
す
る
階
級
で
ベ
 

あ
る
b

ど
.で

あ

るo

か
の

農
奴
0

境
趴
ば
、

®

實
JK
英 

國
に
*7
-C
汴

、汝

し

た

。

而

じ

て

佛

國

の

大

部

分

に

於

て 

も

亦
1

奴
：の

境

遇&

消

滅

，し

、.或

は

農

奴

奴

作

他

：
.に
，，

第
’二
.：鱗 

lpi
i
一一
 

於
け
る
或
る
增
惡
ず
可
き
.必
«
の
物
件(certain, o

b
g

丨 

X
G*
U§ incidents 

of the tenure 

of land
」

z 
る
银 
M

は
、
雜
弱
に
な
つ
て
來
た
タ
他
方
^
於
て
は
英
國
の
'藤

夬
だ
«
の

土

地

：ヒ

，
を

.
分

離

ず

冬

ミ

云

ふ
事
實
が
、
開
始

さ
れ
て
來
た
。
而
し
て
是
れ
こ
そ
、
英
國
に
於
て
將
に
.

現
出
す
f

.將
來
の
.社
會
問
題
.の
根
紙
を
な
し
て
f

, 

の
で
あ
る
。

'

斯
る
が
故
に
近
代
的
國
家
は
、
權
威
至
上
主
義
：に
基
.

,づ
■く
秩
序
を
根
：祗
ど
し
で
H1
發
ず
る
0
で
あ
る
。
而
し

て
其
の
秩
序
に
對
す
る
反
抗
、
' 

.
詳
言
す
れ
ば
宗
敎
的
、
，

政
だ
^

雜
ぼ
的
、
'
.ff
l
會
的
、.；
旅
：に
»
理
的
の
反
抗
己
.

そ

、

F
謂

自*
3

主
義
0
:歷
'史

的

發

端

.で

あ.?
>
;。
斯

く

て

'
0由
主
龜
は
、
其
の
當
初
一
個
の
批
評
'̂

し

て
現
は
れ

て
腐
る
o
勿

論

或
'る
時
に
は
.失
'れ

が
 

>
破

壤

的

且

^

說

麵

め

批

評

ビ

し

て

ず

ら

現

ほ

れ

て

居

0:
の

で

あ

る

。

勿

：

論

其
の
消
極
'的

方

而

ば
> 

.過

去

幾

宵

年.に
瓦
て

先
®
'に 

立
：

(

て

綠た
.。，：

而

し
A

其

の

在

霧

以4

1

_に

非

ず

じ
r

、

破
«
に
0

る

や

ぅ

にM.
は
れ
る
；：
:0
別
言
す
れ
ば
人
隣
の
：
 

進
步
を
&
北

す

る

障

银

を

排

除

す

る

に

あ

つ

セ

、

:^
力 

の
®
極
的
1
0標
地
を
指
示
し
た
ト
、
若
く
は
文
，明
匕
会 

ふ
構
造
を
形
成
し
た
り
す
る
の
で
は
な
い
ら
し
ぐ
|1
1心
は 

れ
る
。
此
の
發
見
し
た
も
の
は
、
抑
»
さ
れ
び
人
遒
で
一 

あ
る「

而
し
て
其
の
人
道
を
_
放
す
る
己
ビ
は
、
常

に

\

ン
自
曲
主
義
の
任
務
て>

 
る
’。一
即
ち
其
の
發
見
し
れ
も
の
丄

.

' 

'

は
彳
«
制
的
準
則
に
呻
吟
せ
る
人
民
で
あ
り
、
征

服

漭| 

た
る
人
道
の
束
縛
に
惱
め
义
國
民
で
あ
り
"
社

會

的

特| 

へ
權
に
依
て
妨
窖
せ
ら
れ
づ
载
く
は
課
稅
^;

ー
ら
れ
る
產
業
上
の
計
®
で
あ
る
パ「

撕
く
て
肖
凼
主
義
の
，| 

提
供
す
る
も
の
は
、
是
等
の
救
#
で
あ
る
。
何

處

に

於| 

七

も

0
EI
1
主
義
：は
、
上
に
嵇
は
れ
も
»
き
抑
ベ
を
排
除
：

」 

し
、：
線g

を
打
切
り
、
隙
街
をr

掃

し

で

，居

る

。

然
ら
ば
«
域
が
完
.成
終
了
せ
ろ
時

^
必
®
な

る

改
S 

に
«
し
：て
、
自
也
主
義
ね
充
分
な
す
所
が
あ
る
が
。

0 

*
■主
範
は
极
木
に
於
て
建
設
的
原
现
な
り
や
、
將
又
破

,
第

十

八

卷(

ニ
九
七〕

雜

錄
 

' 自
1-
1
1主
義
以
前

锁
的
原
琎
に
過
ぎ
な
，い
か
o
夫
^-
は
.
永
.久
的
の
意
義
；を 

有
す
る
か
o
夫
れ
は
社
#
生
活
^
渚
に
必
要
な
る
或
る 

眞
理
を表

.：E

す
る
が
。
又
は
夫
れ
は
西
部
歐
鼠
巴
の
特 

殊
狀
態
が
喚
起
し

れ

一
時
的
現
ま
で
あ
る
か
。
而
し
て 

其
の
仕
事
はB

に
遥
か
に
完
成
の
域

に
達
し
た
の
で
あ 

る
か
ら
？
よ
b
新
ら
し
き
又
よ
れ
建
設
的
な
る
原
现
に 

ハ
松
朋
を
手
渡
し
"

&
ら
競
部
よ
6
脱

遇

し

"

芯

く

は

宣 

傅
的
W
業
の
た
め
P
よ
り
後
方
の
土
地
を
偶
然
に
傑
求 

し
て
满
足
す
る
こ
ビ
が
出
來
;6
か
。

«:
等
は
9
吾
々
.が
#
答
す
1J1
]
き

問

®

^

に

包

含

さ

れ 

る
^
で
あ
る
。
が
今
暫
ら
く
の
間
其
の
起
源
の
狀
態
等 

に
就
て
は
叙
述
し
な
い
。
然
れ
ば
纟
て
自
由
主
_

に
は 

網
極
の
改
造
力
が
な
い

e
推
鸷
し
は
で
な
ら
ぬ
。
兎
に 

\灼
事
業
上
自
*
主
_
0
.援助に«る
將
又
人
種
の 

保

守

的

本

能

(conservative 

instincts)，

に

依

る

：

V

を

間

は

す"

改

造

の

事

業

は

.破

壤
0
事
業
^
相
並
ん
.で
繼
親 

進
行
心
七
居
る
。
而
.し
：で
.改

造

の

事

業

は

、

時

代

.を

軍

. 

:

f
l
s 

- 
0

.



第

十

八

卷
S

九
八
ソ
雜
錄
マ
か
ク
ス
の
僧
値
論
に
對
す
る

B
e
e
r

の
批
評

ね
る
ど
典
に

愈
々

$

要
.の
も
の
ミ
な
り
行
ぐ
の
で
あ 

る

W
ち
ホ
ツ
，フ
メ 

；ソ
ス(

L
,

 T. 

Hobhouse'vo^

に
依 

れ
從
近
代
的

‘
_
家
.は
、：
2
1由
.主
義
的
原
理
の

■
®

« 

一

(elements 

of liberal principle)

を

結

合

す

る

方
[^
へ 

ビ
巡
か
に
進
ん
で
居
る
の
で
あ
る

。

;

附

記

本

稿

は

®
ら
ボ
ッ
ブ
ぶ
ク
ス
氏
の「

s
ri
l
.主 

-

義 

J

(

r
H
. 

H
o
b
h
o
u
,

 

uberall.sm, 
19 =

ン
の
食 

i1

摩
に
.
&つ
た
も
の
で
，あ
る
o 

I.
月
十
七
H )

第
一m

1

四
四

マ

ル

ク

ス

の

傭

値

論

1C—

 

對

す

る

B
e
e
r
.

の

批

評

三

.
•
邊
金

y r>*

rk

.
前
號
所
載
の
拙
稿

.

「

マ
ル
ク
ス
の
ニ
の
價
値
說
ビ
伞 

均
羽
«

率
の
問
題
が
旣
に
剞
劂
に
附
せ
ら
れ
た
る
後
に 

於
て
ノ
 

B
分
似
マ
ル
ク
ス
：の
價
値
論

;(
:
對
す
る
：
8
择
1
-

-

の
批
評
中

に

自

己

：の

‘
所

論

に

甚

だ

有
利
な
る

f

節

あ
.る 

を

發

見

し

穴

の

で

あ

る

，。
：
因

つ

て

今
之
を
紹
介
し
て

戽 

說
の
浦
註
S
な
す
可
し
ご
し
て
、
最

初

にB
e
'
e
r

の
著
-
 

K
a
d

 

M
a
r
x
,

 

Sein 

L
e
b
e
n

 

u
n
d

 

Seine 

L
e
h
r
e

 

户
よ

|

り
當
孩
個
所
を
引
用
し
來
れ
ば
左
の

如
く
で
*
る
。

|
「

マ
ル
ク
ス
，の
偾
#

論
' «

過
丧
六
十
^

間
に
於
け
る
未 

{

曾
袍
に
强
大
な
る

富

0
游
積
も
若
く
は
又
た
價
格
の
速 

\ 

0
4
0
>1
1

に
.之

を

說

明

せ

ぬ

の

で

あ

る

。

富

は

、

W

W

|

て
之
を
测
足
す
れ
ば
、
過
去
數
十
年
の
間
に
於
て
生
け 

\

る
勞
儆
カ
の
增
加
に
'幾
倍
か
し
て
增
進
し
^
。
菩
々
は 

\

此
所
に
於
て
は
古
き
形
式
を
轉
換
し
て

V
富
は
幾
何
极 

I
數
に
て
坩
加
し
、
生
け
る
：實
鈒
勞
働
力
は
算
術
級
数
に 

て
增
加
す
ぞ
謂
ひ
得
る
の
で
;*
る
.
P 

-
マ
^
ク
ス
の
許
に 

於
け
る
最
大
の
.雛
饊
は
、
彼
が
發
明
家
、
發
兒
者
、
ft 

學
，

，
物
理

f

、
X
槊
上
及
：び

秦

上

に

新

生

f
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開
拓
す
る
率
先
者
及
び
組
織
者
を
生
.產
的
憤
W

I
的 

要
：

_
>
v
;

見
.做
：？
ぬ

'
 

い
ふ」

J 

iで
，め
る
。
化
學
ヒ
^
發

明

及

び

發

見

に

侬

ヶ

电

地

砂

生

迤

ヵ

を

傜

加

じ

^

エ

黎 

上
の
廢
#
ょ

ゲ

輝

西

萬

の

馏

値

钇
_
ら
す
见
索
家
，
勞： 

働
の
生
產
办
を
幾
層
俗
な
ら
し
む
る
新
し
き
酸
ガ
か
M

 

::

源
ビ
新
じ
き
生
產
ギ
段
と
ト
人
間
；©
^
裡
に
置
く
物
理
：
 

學
者
、
■:
:
生
齑
カ
を
綜
合
し
且
o
新
し
き
勞
働
教
法
を
# 

入
ず
：な
»
織

者——

屢
々
1
心
不
_亂
0
精
神
的
努
か
を 

無
筆
^
必
要
e
す
る
是
等一

切
の
勞
爾
及
沈
創
迤
妙
.一
 

:

國
民
の：

資
本
巖
を
增
加
せ
す
じ
で
く
生
產
と
運
搬
も
に 

從
事
す
る
賃
銀
勞
働
者
の
無
報
酬
飲
働
か
灰
が
'
然
卜 

彼
等
_の
»|
剩
勞
働
か
.ら
の
み
4
:
國
找
の
.資
#
象
的
«.
が

_

「 

發
生
す
る>

 
い
ふ
の
で
あ
ん
；！
；
然
か
も
！

i
：

故
歐
*
0 

•が
資
本
に
：豐
.か
に
.し

て

頭

細

扼

：が

資

本

に
*
し
&
,
^

北

?'
.

4

米
利
加
が
何
故
資
本
に
力
，强
ぐ
じ：

て
：露
®^

が
資
本
に
力
弱
き
や
を
主
£
し
て
說
明
し
得
る
も
の
ゆ 

彼
の
發
刚
家
發
見
者
、
.組
織
者
及
び
經
濟
土
の
、率
先
者 

等
の
精
雜
的
创
造
方
に
外
な
ら
ぬ
の
で
知
ム
。
自
分
は 

敢

て「

虫
定
b
て
し
ヾ
ビ
い
ふ
、
蓋
し
完
全
に
此
跗
實
を

爾
明
せ
/V
が
.爲
め
に
は
诋
に
政
命
故
s
ft
0
^
擧
げ
ね
ば 

な
ら
ぬ
か
ら
.で
あ
る
。
然
も

g

は

亦
^;
鹫

本

家

的

革

命
 

^
^
,条

た
6
の

で

あ

る

。

、
.
私
^!
或
^;
此
s

s

^

u

て
■

爽

の

如

く

ぬ# 

へ

和
海
^S.

れ

ぬ

冷
®
ぐ
發
^

象
及
^

T
i
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:

活
動
す
る
企
菜
家
の
行
爲
が
甯
ど
劍
避
す
る
こ
ビ
は
何 

人
も
爭
は
ぬ
所
で
あ
る
^

、
併
し
彼
等
の
行
爲
は
資
本 

象
的
に
何
等
の
新
憤
値
何
等
の
餘
剩
憤
値
を
も
生
產
す 

る
も
の
で
は
な
.ぃ
"

彼

等

の

行

爲

は

唯

々

勞

働

の

生

產 

:

力
を
倍
加
す
る
上
に
寄
奥
す
る
丈
け
で
あ
る
、
換
言
す 

れ
ば
商
品
貨
物
一
個
當
り
の
勞
働
量
を
减
个
名
に
過
ぎ 

な
‘ぃ
i

若
く
は
商
品
貨
物
，

1

個
常
り
の
價
値
を
低
下
す 

る
に
過
ぎ
な
s
t
。

.

乍
併
、
此
答
は
經
驗

e
合

-i
f
ざ
る
無
實
の
现
論
で
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つ
T,
、
-
且

^>
又

枝

エ

讀

に

酸

佐

で

^

髮

肖

ふ

酿

令

に

於 

て
4

ゾ

：ガ.
^

ネ̂

の
_

に
.聆
で
.既
^
書

錄

見
.龙

^
办 

で
'あ

务

。
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